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はじめに•••••••••••••••••••••

　現在の学校に着任した初日、私はスタッフミーティング
で、「新しいドラマ教師」として紹介されました。すると、
それを聞いた教師陣から盛大に拍手喝采が起こってなかな
か鳴り止まず、「助かった！」「神様ありがとう！」という
歓声が上がったのです。私は、孤立無援の幌馬車隊を救い
に丘の上に現れた、アメリカの騎兵隊になったような気持
ちになりました。今すぐ、雇用条件を再交渉すべきじゃな
いかと思ったほどです。

　この熱烈な歓迎の理由は、私が到着したことで、もう彼
らがドラマ授業の代行をしなくてもよくなるからでした。
精力的で創造的なドラマ科の主任教師が病気で欠勤してい
た間、物理、フランス語、技術、宗教の教師たちが、ドラ
マ授業を持ち回りで代行していました。これが、一部の教
師にとっては、あまりにも負担だったのです。つまり、こ
んなふうに。

　「おしまいには、いつもけんかになってしまう」
　「騒がしくて、自分の話を聞かせることができない」
　「目が届くように、生徒を席に座らせておきたい」

　教師によっては、ドラマは、こんな影響をもたらします。
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　ではなぜ私は、こうした教師たちも、はじめに感じる不
安を克服するにとどまらず、ドラマが実際に学びの質を高
める可能性をすすんで探求すべきだ、と提案するのでしょ
うか？

　第一に、それは私が教師として、次のことを信じている
からです。

•学びの質は、教え方よりもずっと重要です（互いに影響
しあいはしますが）。

• 生徒は、懸命に努力して学びにいたります。教師として
の私たちは、彼らと共に学びを高める、コラボレーター
です。

• 学びの方向は、できるかぎり、生徒の手に委ねられるべ
きです。

• 学習計画と試験シラバスは学びの目的地を示しますが、
私たちが旅する道筋は柔軟であってよいはずです。

• ドラマは学びを刺激し、協働で行う努力を促進し、すく
なくとも次の数キロメートルを進むための地図となるよ
うな、一連のテクニックを提供します。

••••••••••••••••••••••••••
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　あなたは小学校で教えているかもしれませんし、中学校
や高校で教えているかもしれません。そしてこの本を、確
信をもって手にしたかもしれませんし、ためらいながら手
にしたかもしれません。あるいは、熱意にあふれているか
もしれないし、不安に感じているかもしれません。いずれ
であっても、このガイドブックはこんなことを提供します。

• 生徒がどのように学ぶかに関する現時点での理解を、ド
ラマテクニックがどう扱うかについて示します。

• ドラマテクニックを大きく 7 つに分けて、それぞれが高
める学びの側面を説明します。

• 教科横断的な総合学習、あるいは単一教科のどちらにお
いても役立てることができる、ドラマテクニックを用い
た 150 以上の創造的なアイデアを示します。

• 明確で実践的なアドバイスにより、学級経営の問題にと
りくみます。

　さあ、舞台に上がる準備はできましたか？

　初心者の皆さんも、どうぞ！

••••••••••••••••••••••••••
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準備運動

　快適なソファに座って試合のスリルを味わうスポーツ
ファンと、スポーツの試合に参加する人には違いがありま
す。つまり、かかわりのレベルや参加がもたらす体験の質
が違いますし、参加する人には、永続的な恩恵があります。
学びもまた然りです。

　ドラマは、以下の理由で、学びへの参加を促進します。

• 熱中できて多様である
• 脳にやさしい
• 挑戦的
• 生徒中心
• 協働的
• やりがいがある
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熱中できて多様である

　ドラマをベースにした活動では、スタートからすぐ入り
込むことを促されます。

• たいてい、立ち上がって動く機会があります。酸素いっ
ぱいの血液が体中をめぐり、脳を刺激します。

• 全員がパフォーマーになります。しかし、観客はいない
ので、外向的な生徒が誰かの注意を引く必要も、内向的
な生徒が周囲からじろじろと見られるのを恐れる必要も
ありません。

• 活動が進むにつれ、視点は常に変化します。
• 普段の授業に不満をもっている生徒も、好奇心で引き込

まれるでしょう。
• 最高に才能に恵まれた生徒は、無限のチャンスを見出し

て刺激を受けます。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
ド
ラ
マ
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脳にやさしい

　多様な知能の領域に応じた、学びの機会があります。

　ドラマを用いるとき、それぞれの生徒個人に備わるさま
ざまな知能の混合、さまざまな生徒たちが形成するそれぞ
れのグループの知能のブレンドを、すべて包みこんでいま
す。

身体的‐運動感覚的―― マイム、モデルメイカー
スピリチュアル―― 夢想家、予見者
自然主義者―― 環境問題研究家

内面的―― 内省者
対人的―― グループ
　　　　　メイカー

言語―― 書く人、話す人
論理的‐数学的―― 解析者、分類者
視覚的‐空間的―― 絵のクリエイター
音楽的―― リズム、メロディ制作者
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　神経学者たちによって、脳内にはさまざまな処理セン
ターがあることがつきとめられていますが、しばしば、単
純化のために左右の機能で説明されます。ドラマは、これ
らの神経システムをすべて、活性化することができます。

　認知的（論理的理解を用いる）でも情意的（感情と気持
ちを用いる）でもあるので、ドラマは創造的なのです。

左脳
問題解決
順序付け
細部
論理
分析

右脳
全体像の把握
想像力
音楽
リズム
色
アイデア

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
ド
ラ
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挑戦的

　ベンジャミン・ブルームは、私たちがすでに知っている
こと（低次）から最終的な評価段階（高次）へと移ってい
く、認知活動の一連の段階を明らかにしました。これは、
ブルームの目標分類学として知られています。ドラマを
ベースにした活動は、生徒たちが、低次から高次の認知活
動へ移行するよう促します。学びが進歩するように、生徒
の頭脳に課題を課すのです。

　どのようにそれを行うのでしょうか？
　クラスの生徒たちに、4 人組になって、ヴィクトリア朝
のイギリスで煙突掃除をしている子どもたちの苦しみを描
くドラマをつくるように指示した、と想像してみましょう。
次のページでは、
ブルームの目標
分類学にもと
づいて、この
ドラマがどの
ように展開
していくか
を示します。

評価

統合

分析

応用

理解

知識
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ステップ 1：知識 歴史の授業、ディケンズの小説『オ
リバー・ツイスト』、テレビのド
キュメンタリー番組、歴史の逸話な
どからの情報を記憶から引きだす

ステップ 2：理解 子どもの搾取、課題に対する子ども
の適合性、リスク、児童労働の問題
を理解する

ステップ 3：応用 問題を示している一連の場面を工夫
して創作する

ステップ 4：分析 言 葉、 ボ デ ィ ラ ン ゲ ー ジ、 空 間、
キャラクターの造形など、利用でき
るドラマリソースを検討する

ステップ 5：統合 場面、クライマックス、エンディン
グを順番に並べる

ステップ 6：評価 パフォーマンスへの自己評価と相互
評価

　このような挑戦的な学びが起こるためには、明らかに、
協力的で安全な学びの環境をつくる必要があります。これ
については、後でさらに説明します。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
ド
ラ
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生徒中心

　ドラマは、生徒中心でなければ何にもなりません。

　生徒は皆、次のようなものをたずさえて学習活動に参加
します。

•知識―― 間違っていたり、
見当違いだったりするかも
しれません

•スキル―― とても磨かれた
ものである場合も、そうで
ない場合もあります

•態度―― ポジティブな場合
もネガティブな場合もあり
ます

　ドラマテクニックを通じて、
生徒は以下のことができます。

• 学びの方向を選択する
• 可能性を探求する
• 創造したものにもとづいて
構築する
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協働的

　ドラマベースの活動は、協働を通じて学ぶ方法です。

　協働して、異なる個人的な知覚と価値観にかかわりあい
　　ます。
　協働して、お互いの話に耳を傾け、挑戦します。
　協働して、新しい地平を探索します。
　協働して、歩み寄るために交渉し、最適なところを求め
　　ます。
　協働して、互いに助け合います。
　協働して、フィードバックをし、見直しをします。
　協働して、相乗効果を生みだします。

　生徒たちひとりひとりが、自分と異なる考えとの対立を
重ねて成長していきます。お互いによく協力しあえるグ
ループができれば、アイデアが対立したとしても、うまく
組み合わせて改変することができるでしょう。生徒たちは、
学びの中では思い切った行動ができると感じ、新しく挑戦
的な方法を試そうとします。幼い子どもたちは特に、グ
ループの一員であることの安心感を喜びます。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
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グ
と
し
て
の
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やりがいがある

　ドラマへの参加はやりがいを生みだします。

1． グループのメンバーひとりひとりが、ドラマの中で、
ある程度の成功を体得できます。たった 1 つの正解な
どないのです。これはむしろ、無人島の探検に似てい
ます。誰もが自分なりに発見した貝殻、花、ねじれた
小枝、果物、鳥のさえずり、そして小石などを差し出
すことができるのです。

2． 創造するという個人的な満足感をもたらします。どの
グループも、ほかのグループとは少し違った、まだ誰
も知らなかったものごとの局面に気づくことでしょう。

3． パフォーマンスは、以下のような自然な報酬をもたら
します。

　　　　　　自発的な拍手喝采

　　　　　　その場にふさわしい笑い（または沈黙）

　　　　　　祝福の言葉

　ここに、あなた自身からの表彰や賛同をつけ加えてもよ
いでしょう。
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オリの中の獣を解放する

　ここまでは順調ですね。けれど、あなたはまだドラマ
ベースの活動に自信がもてないでいるかもしれません。オ
リの扉が開いて、堂々とした野獣がリングをうろついてい
るときのライオン使いのような気分でしょうか？

　では、このように考えるのはどうでしょう。ドラマ活動
は、最善を尽くすように脳に働きかけます。言いかえるな
ら、感情と思考からなる複雑な世界に反応し、理解するよ
うしむけるのです。だから、教育的報酬が十分に高いので
あれば、リングに入ることには明らかな価値があります。

　そして思い出してください。指揮権は、ライオン使いに
あるのです。シルクハット、赤いジャケット、そして鞭で、
野獣の行動を操ることができます。ドラ
マ活動もまた同じです。つま
り、そこには学びの状
況のほとんどに応
用できる枠組み、
テクニック、そ
してトリックが
あります。

　だから、試し
てみない手はな
いでしょう？
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